
 

 

公益財団法人奈良ＹＭＣＡ 

２０２０年度事業報告書 

 

「青少年の精神・知性・身体の調和のとれた全人的成長を願うとともに、心豊かな人々

が息づく地域社会を作り、平和で民主的な社会の実現を目指す事業」として下記の定款第

４条に掲げる事業を実施した。 

 

第４条 この法人は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

 （１） 心身の健全な発達を促す自然体験やスポーツの機会提供に関する事業 

 （２） 高齢者及び障がい等のある青少年の専門的な支援に関する事業 

 （３） 豊かな人間性をかん養するための生涯学習の推進に関する事業   

 （４） 青少年活動の指導者の育成に関する事業 

 （５） 国際理解及び国際協力の推進に関する事業 

 （６） 旅行業法に基づく旅行業 

 （７） 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく障害

福祉サービス事業 

 （８） 児童福祉法に基づく障害児通所支援事業 

 （９） 社会福祉事業を行う団体に対し、社会福祉事業を目的として土地ないしは施

設を貸与する事業 

 （１０）その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

なお、２０２０年４月１日より２０２１年３月３１日までに実施した事業は以下の通り。 

 

〔１〕事業の概要について 

 

青少年の精神・知性・身体の調和のとれた全人的成長を願うとともに、心豊かな人々が

息づく地域社会を作り、平和で民主的な社会の実現を目指す事業。 

 

【趣旨及び事業をまとめる理由】 

 奈良ＹＭＣＡは、1962 年に創立し、健康教育、国際・生涯学習活動を通じて、青少年か

ら高齢者に至るまで地域の多くの方々の、心身の調和のとれた成長と豊かな人間性の涵養、

健全な生活習慣作りにおける役割を果たすとともに、世界の人々との共生を願い活動をし

ている。 

 ＹＭＣＡは、子ども・家族・地域社会を育み、共に支えあう社会作りを目指し、ボラン

ティアによって運営されている。ＹＭＣＡの活動は、年齢や性別、国籍や民族、また能力

の違いや宗教にかかわらず、すべての人にひらかれている。 

 当法人の事業は、全体を通して全ての人々に対しバランスの取れた健全な心身の発達と

国内外におけるリーダーシップの資質を養うことを目的としている。 

 「体育野外活動事業」「国際・生涯学習、地域支援事業」及び「国際協力・地域奉仕ボ



ランティア活動事業」は、自然や人とのふれあいや国際理解を通じて、ひとりひとりが心

豊かに成長し、そして、共に生きることの大切さに気づき、視野の広いリーダー育成につ

ながるなど、上記目的を達成するために相互に密接に関連しながら「青少年の精神・知

性・身体の調和のとれた全人的成長を願うとともに、心豊かな人々が息づく地域社会を作

り、平和で民主的な社会の実現を目指」していることから、１つの事業としてまとめてい

る。 

 

（事業の内容）  

 

  本年においては、新型コロナウイルスの感染による影響が大きく、すべての事業におい

て、奈良県、奈良市をはじめ厚生労働省や文部科学省さらには保健所等の関係機関の指導、

指針に基づき、施設管理・指導体制・運営方法などを感染予防対策を取りつつ取り組んで

きた。 

 また、参加者に対しても 3 密対策、手洗いなど予防に対する意識向上に努めてきた。 

 しかしながら、本法人の目的である、人と人との交流によって生み出される気づきや成

長を促すことについては、困難な一年であった。 

 また、緊急事態宣言により事業の休止、ならびに事業縮小を行いつつ、目的達成のため

に事業遂行を行った。 

 

 

１．体育野外事業 

Ａ．スポーツ活動 

（内容）サッカー・器械体操・新体操・水泳・バスケットなどの種目競技クラス及び基礎

運動クラスを幼児から小学生を対象に行う。これらは、体育遊びやスポーツ体験による人

と人との関わりを通して、各年齢に必要な 基礎体力・運動技能・安全に関する知識を習

得し、思いやりのある心やフェアプレーの精神、健康的な生活に必要な習慣や態度を養う

ことを目的としている。 

 また、不登校児のためのフリースクールを開講し、子どもの居場所づくりを行う。 

 成人を対象としたフィットネスプログラムでは、健康づくりを目標とし、シニアの方に

は、仲間づくり、健康維持の目標を設定している。また活動を通してウエルネスライフの

啓発を行う。 

 その目的を達成するために、年間を通しての通年プログラムや、春夏冬の各休暇におけ

る集中プログラムを行う。 

 通年プログラムとは、毎週１回～２回、定期的に実施しているクラスのことを指し、集

中プログラム とは、小学校の長期休暇である夏休みに１週間程度集中して実施をする短

期クラスを指している。 



（対象）未就園児～成人 

（募集方法）当法人のホームページでの案内、過去のプログラム参加者へのＤＭ発送及び

チラシ配布、新聞へのパンフレット折込みによる募集 

（活動費・会場等） 

 ○通年プログラム 

  参加費：１回（６０分～９０分） 

      週１回：７,５００円程度（１ヶ月あたり）／週２回：９,５００円程度（１

ヶ月あたり） 

  会 場：当法人の体育フロア、プール及び近隣グラウンド並びに、白庭台幼稚園、近

大附属小学校他 

  参加者：１，７４５人 

 ○季節プログラム 

  参加費：１期あたり概ね３日～５日間 ６,０００円～９,０００円程度 

  参加者：６５２人 

（当法人の役割）年間を通して法人独自の研修を受講している専門スタッフの他、ボラン

ティア、専門家が関わり、対象別・能力別にプログラムを実施している。 

 

Ｂ．自然体験活動 

（内容）自然の中でのグループ生活体験を通して、自然と人間との関わり合いを知り、参

加者の健全な心身の成長、発達を促すことを目的としている。その目的を達成するために、

年間を通しての定期的な野外活動プログラムや、春夏冬の各休暇における日帰り及び宿泊

を伴うプログラムを行う。同時に、全ての活動を通じてウエルネスライフの啓発を併せて

行う。 

 具体的には、海・山・川・公園などの自然の中で遊ぶこと、ハイキング、自然観察、オ

リエンテーリング、野外料理、自然のものを使ったクラフト、登山、川遊び、魚釣り、キ

ャンプファイヤーなど。 

 ＹＭＣＡではグループワークの手法を取り入れ、子どもたちが 5名～8名程度でグルー

プをつくり、そこに高校生・大学生のリーダーが入って活動を行っている。 

 子どもたちの自主性を重んじながら、グループでの子ども同士の関わり合いを促進して、

子ども自らが自然や人間関係に気づき学ぶことを大切にしている。 

 この自然体験活動には、通年プログラムと季節プログラムがあり、通年プログラムは、

幼児から小学生を対象にした野外活動クラブを指している。このクラブのメンバーは毎月

プログラムに参加をする。また、通年での参加ができない方のために、長期休暇に季節プ

ログラムとして同様のプログラムを実施する。 

 なお、通年プログラムも、長期休暇の季節プログラムも誰でも登録して参加することが

できる。 



（対象）幼児年中児～中学生 

（募集方法）当法人のホームページでの案内、過去のプログラム参加者へのＤＭ発送及び

チラシ配布、 新聞へのチラシ折込み等による募集 

（活動費・会場等） 

 ○通年プログラム 

  クラス費：３８，０００円程度 

  参加費：プログラム費等として 

      日帰り：２,０００円～５,０００円程度 

      宿 泊：６,０００円～８,０００円程度 

  会 場：時期、活動内容により毎回選定 

  参加者：６０人 

 ○季節プログラム 

  参加費：交通費・プログラム費等 

  《夏期》日帰り：５,０００円～１０,０００円程度 

      宿 泊：１泊２日 ２３,０００円程度～ 

          ２泊３日 ４３,０００円程度 

４泊５日 ９５,０００円程度 

  《冬春》日帰り：５,０００円～１０,０００円程度 

      宿 泊：１泊２日 ２５,０００円程度～ 

          ２泊３日 ４０,０００円程度 

          ４泊５日 ６５,０００円程度 

  会 場：時期、活動内容、対象者に応じて施設を選定 

  参加者：夏期 ８４人 ／ 冬・春 ２０５人 

（当法人の役割） 自然体験プログラムは、当法人の専門スタッフの管理の下、大学生、

短大生、専門学校生を中心にしたボランティアリーダーと共に企画・実

施をする。ボランティアリーダーは、参加者のグループ担当リーダー、

プログラム企画運営担当リーダーとして関わり、子どもたちの成長と同

時に、自らもリーダーとして成長を遂げていく。専門スタッフ、ボラン

ティアリーダーは、ともに年間を通して全国のＹＭＣＡが企画する研修、

及び、法人独自の野外活動指導者カリキュラムに基づいた研修を受講し

ている。また、必要に応じて外部講師を招聘し、指導者の専門性を高め、

プログラムの充実を図っている。 

 

 

２.国際・生涯学習、地域支援事業 

Ａ.国際語学教育事業 



（内容）本法人の事業は、外国語の習得のみを目的としておらず、外国語の習得という教

育を通して世界の平和を実現する地球市民の育成を育てることを目的としている。そのた

めに「世界と地球を見つめ、考え、行動すること」をＹＭＣＡの願いとして定めている。

ＹＭＣＡで外国語を学んだ人が、国際理解促進の担い手、多様性と違いを受け入れる心の

教育の担い手、コミュニケーション能力の向上による豊かな人間関係の構築の担い手にな

って欲しいという願いに基づいて行っている。また、受講生は外国語を学ぶだけではなく、

本法人の国際交流プログラムを案内して、これらに参加することを期待している。 

奈良ガイド養成コースでは奈良の代表的な寺社や名所旧跡、歴史や文化について外国人

に英語で説明できるように学習します。年間授業の 1/3は実際に寺社などに訪れ、外国人

観光客を案内します。終了後は、奈良英語観光ボランティアガイド（E.G.G.）としての活

躍の場もあり奈良と世界をつなぐボランティアでの架け橋となって活躍されている。 

（対象）成人（奈良 YMCA本科対象は、中学生～、奈良ガイド養成コースは成人） 

     

（募集方法）当法人のホームページでの案内、過去のプログラム参加者へのＤＭによる案

内、新聞へのチラシ折込みによる募集 

（授業料・会場等） 

○通年プログラム 

  クラス：奈良 YMCA 本科 英会話・中国語 

      １回＝６０分～１３０分  

  授業料：１４,０００円程度（1 ヵ月あたり）～ 

  会 場：当法人施設の教室 

  参加者：３１人 

 

 ○奈良ガイド養成コース 

  （内  容） 奈良の代表的な寺社や名所旧跡、歴史や文化について外国人に英語で

説明できるように学習します。長年実際にガイドも勤めている経験・知

識豊富な講師が、オリジナルで作成したテキストを使用し、レッスンを

行います。また、年間授業の 1/3 は実際に寺社などに訪れ、外国人観光

客を案内します。終了後は、奈良英語観光ボランティアガイド（E.G.G.）

としての活躍の場もあり奈良と世界をつなぐボランティアでの架け橋と

なって活躍されている。 

  （授業料等） 

   クラス：１回１００分 週２回 

   授業料：２２１，５５４円（年間） 

   参加者：２人 

 



Ｂ．文化芸術事業 

（内容）体験を通して多様な興味や好奇心を持ち、様々な気づきや、想像力、創作力、自

己表現力を養うことを目的とし、その目的を達成するために、音楽、書道、絵画、クラシ

ックバレエ等の教室を行う。また、発達遅滞児を対象とした絵画療育教室や音楽療育教室

も実施する。 

（対象）幼児～成人 

（募集方法）当法人のホームページでの案内、過去のプログラム参加者へのＤＭによる案

内、新聞へのチラシ折込みによる募集 

（授業料・会場等） 

  クラス：クラシックバレエ、絵画教室、書道、各種楽器（個人レッスン、グループレ

ッスン）、合唱団、オーケストラ等 

      １回＝３０分～１２０分  

  授業料：グループ＝４,０００円程度～（1 ヵ月あたり） 

個  人＝７,０００円程度～（1 ヶ月あたり） 

  会 場：当法人施設の教室 

  参加者：通年３０７人、季節プログラム ７０人 

 

（当法人の役割） プログラムの企画、実施をプログラム領域別の外部講師が担当する。 

        文化芸術活動では、単なる知識や技術の習得だけではなく、様々な体験

を通してその文化の背景にあるものを学び取り、共に学ぶ仲間との良好

な関係作りを指導者の介在のもと行い、参加者の気づきやよりよく生き

るための価値観を大切にする活動を展開している。 

 

 Ｃ．障がい児サポート・子育て支援事業 

（内容）発達障がい（ＬＤ・ＡＤＨＤ・アスペルガー症候群）など特別な支援を必要とす

る子どもを対象に、社会生活力の向上を目指した活動を行う。発達障がい児には運動が苦

手、計算が苦手、読み書きが苦手、コミュニケーションが苦手などなど様々なタイプの子

どもたちがいる。当法人では社会性訓練や野外活動クラスではコミュニケーションスキル

や生活環境に適応していく力を身につけることを目的とし、学習支援クラスでは、小学校

低学年の頃から「言葉・言語」に長けており、興味も強い子どもたちを対象にして、講師

と１対１や１対２など少人数制でひとりひとりに対してきめ細やかに向き合い、詳しく理

解し、得意なことを伸ばすことを目的とし行う。 

併せて、これらの障がい者支援プロジェクトとして「奈良ＹＭＣＡチャリティーラン」

を実施、参加型の募金活動を展開、多くの団体や個人からの資金的援助を募る。 

また、仕事と育児を両立させるための新しい子育て環境を提供するアフタースクール事

業も行う。ここでも、単に子どもたちを時間までただ預かり遊ばせるのではなく、スタッ



フがしっかり関わり、互いに励まし合い助け合える仲間作りを心掛けている。 

（対象）障がい児サポート：未就園児～高校生の発達障がい等の特別な支援を必要とする

児童・生徒 

アフタースクール：小学生 

（募集方法）当法人のホームページでの案内、過去の参加者へのＤＭ及びチラシ配布 

（活動内容・参加費・会場等） 

○学習支援クラス 月曜～土曜日（小学生４５分、中学・高校生５０分） 週１回～２

回  

          １クラス１名～２名 

  対 象：小・中・高校生 

  参加費：２３,０１０円～４４,０００円程度（1 ヶ月あたり） 

  会 場：当法人施設 

  参加者：１２人 

 ○社会性訓練クラス 毎週土曜日又は日祝日 月１回（小学生６時間程度 中・高生７

時間程度） 

  対 象：小学２年～高校生 

  参加費：５５,００１円（年間）＋各回実費（５,０００円程度） 

  会 場：当法人施設 

  参加者：８人 

 ○社会性指導クラス 平日の夕方～夜間（１回５０分 月３回程度） 

  対 象：小学生、中学生 

  参加費：１５,９４２円（１ヶ月あたり） 

  会 場：当法人施設 

  参加者：３人 

 

 

 〇児童発達支援クラス 開設：月～木の午前９時～午後 5 時 

  対 象：就学前の児童 

  参加者：２７名 

○子育て支援 平日放課後～午後 7 時 

  対 象：小学生 

  参加費：２０,７７７円（週 2 回、1 ヶ月あたり）～ 

会 場：当法人施設 

  参加者：２１人 

（当法人の役割） 当法人は、「すべての人々に与えられている生命が大切にされ、生き

がいのある社会をつくりだす」を目的とし、能力や障がいの有無に関わ



らずすべての人に開かれた活動を行っている。 

         また、障がい者支援プロジェクトとして「奈良ＹＭＣＡチャリティー

ラン」を企画、参加型の募金活動を展開、障がい児支援の必要性と重要

性をプログラムを通して訴え、団体や個人からの資金的援助も得るよう

に努めている。 

 

 Ｄ．不登校・引きこもり・中途退学者学習支援事業  

（内容）通信単位制高校であるＹＭＣＡ学院高等学校と連携して、不登校・発達障がい等

の理由で本校に通学しにくい生徒のレポート作成や生活面での支援を奈良センターとして

実施する。又、スクーリングは７月及び１月に本校まで引率をして約２週間集中的に行う。

ＹＭＣＡ学院高等学校の単位を取得することにより、高校卒業の認定を取得するための支

援を行なう。 

（対象）高校 1年生～成人 

（募集方法）支援センター、中学・高校よりの紹介、ホームページなどによる募集、学校

説明会などによる 

（諸経費・場所等） 

 ・当法人施設 

 ・学習指導料：２００，０００円（毎各期） 

 ・参 加 者：６人 

（対  象）小学生・中学生 

（募集方法）当法人のホームページでの案内及びチラシ配布 

（諸経費・場所等） 

 ・当法人施設 

 ・参 加 費：５４，１２６円（1 ヶ月あたり） 

 ・参 加 者：９人 

（当法人の役割） 奈良市内においては中学校・高校教育において何らかの課題がもとで、

通学が困難になった青年が多数存在し、結果的には就労等、自立できな

いまま成人にいたることが多い。 

         当法人では福祉的支援事業として、それらの青年を支援することによ

り、自分自身の生きる価値、生かされている喜びを見出すことを目指す。 

         授業やプログラムには専門性の高い指導員の他、ボランティアリーダ

ーが関わる。そして、ボランティアリーダーや指導者を対象に定期的に

研修を行っている。 

 

 Ｅ．リーダーシップ養成事業 

（内容）主として大学生、専門学校生、高校生、社会人が当法人の行う自然体験活動、ス



ポーツ活動、発達障がい児サポート事業にボランティアリーダーとして関わることにより、

自己を認識し、他者との関わりにおける気づきと洞察、時代と人間の問題についての認識

を深めていくことを目的として行う。地域におけるボランティアプログラムの実施、ボラ

ンティアについての講演依頼もあり、積極的に実施をして、地域のボランティアの発掘や

活動の促進にも努めている。当法人では、人との出会いの中で相互理解を通して目標に向

かって協働していくプロセスを大切にし、地域社会のリーダーとして貢献できる人材の育

成を目指すことを重要な役割としている。 

（対象）高校生、専門学校生、大学生、社会人 

（募集方法）当法人のホームページにおける案内、当法人関係施設や団体を通じてのチラ

シ配布、大学等でのチラシ配布やポスター掲示等 

（参 加 者）約３０人 

（当法人の役割） ボランティアリーダーを発掘し、対象者に対し年間を通して法人独自

のリーダーシップ養成カリキュラムに基づき研修を行う。内容は、当法

人で事業別に実施をする他、全国規模で行う研修や必要に応じて海外で

実施をする研修にも参加する。 

         研修の後、実際のプログラムにボランティアリーダーとして参加し、

子どもや保護者と関わりを持つ中で、子どもの成長と同時に、リーダー

自身が成長し、民主的な社会の担い手として成長していくことを願って

いる。 

         地域におけるボランティアプログラムの実施、ボランティアについて

の講演依頼もあり、積極的に実施をして、地域のボランティアの発掘や

活動の促進にも努めている。 

 

Ｆ．社会福祉事業への施設貸与事業 

（内容）奈良ＹＭＣＡは青少年の精神・知性・身体の調和のとれた全人的な成長を願い、

様々な事業を展開している。この願いを実現する上で、ひとりひとりの土台が育まれる乳

幼児の時期における関わりは特に重要であると考え、地域の中で保育等の公益性のある社

会福祉事業を行う団体に対し施設を貸与している。 

 （対 象）奈良市内で児童福祉事業を行う団体 

（場 所）当法人の土地及び建物 １階フロア及び２階フロア 

 （賃貸料）月額 430,000円 

 

３．国際協力交流・地域奉仕ボランティア活動事業 

（内容・対象）本法人の使命の一つに「地域と国際社会に貢献します」及び「世界の人々

との交流をは かり」があり、これを基礎に国際協力・交流事業及び地域奉仕活動をボラ

ンティア活動として実施する。 



（１）国際協力募金キャンペーン 

 （２）災害被災地・被災者支援 

 （３）中学校職場体験 

 （４）水の安全キャンペーン 

 （５）学校関係指導者派遣 

 （６）公開講座（ゲームで考えるポジティブネットとＳＤＧｓ） 

 （７）ピンクシャツキャンペーン（いじめのない世界をめざそう） 

 （８）施設の提供 

 などが挙げられる。 

 ※施設の提供は地域への協力及びボランティア活動を支援するなど公益性のあるものに

対して行っている。  

（募集・告知方法） 奈良県内では、当法人ホームページで告知募集し、関係諸機関へは

ＹＭＣＡ及び行政機関のネットワークを通じて告知 

（当法人の役割） 当法人は「喜びを共にし痛みを分かち合う社会を目指して」おり、世

界の多くの人々との協働を通して世界の平和を創り出す活動を実践して

きた。国際協力交流・地域奉仕ボランティア活動事業はまさにその実践

の場であり、当法人の重要な役割である。地域でのネットワーク及び海

外とのネットワークを活かして交流・奉仕事業を展開していき、グロー

バル化した地域や世界において、平和で民主的な多文化共生社会の促進

へとつながるボランティア活動を目指している。 


